
海野勝眠

g
_〕

の
頃
よ
り
に
し
て
、
其
後
一
時
は
軽
快
に
赴
か
れ
た
り
し
が
、
十
一
月
の
初

に
及
び
逮
か
に
危
篤
に
陥
り
、
遂
に
心
臓
麻
痺
を
以
て
起
つ
能
は
ざ
る
に
至

〔十
〕

れ
り
。
享
年
七
十
有
二
。
病
革
る
や
、
十

一
月
七
日
特
旨
を
以
て
位
一
級
を

進
め
て
従
四
位
に
叙
し
、
同
時
に
勲
四
等
に
陸
叙
せ
ら
れ
、
其
訃
の
聞
ゆ
る

や
、

畏

き
あ
た
り
よ
り
祭
榮
料
を
下
賜
せ
ら
る
。
餘
榮
あ
り
と
い
ふ
べ
き

な
り
。
先
生
は
水
戸
に
生
れ
、
其
後
東
京
に
出
て
4

、
加
納
夏
雄
氏
に
従
ひ

大
に
今
日
の
榮
魯
を
博
す
る
に
至
れ
り
。
資
性
悟
淡
利
を
外
に
し
て
克
く
人

の
為
に
盛
し
た
る
、
亦
以
て
其
人
を
高
う
し
た
る
も
の
あ
り
。
〔
以
下
略
〕

勝
眠
は
弘
化
元
年
五
月
十
五
日
に
旧
水
戸
藩
士
海
野
伝
右
衛
門
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
同
藩
士
海
野
美
盛
、
萩
谷
勝
平
ら
に
就
き
彫
金

を
学
ん
だ
。
明
治
元
年
に
上
京
す
る
。
廃
刀
令
の
た
め
に
装
剣
を
業
と
す
る
者

の
多
く
が
失
職
す
る
な
か
で
、
装
金
の
技
を
美
術
品
に
応
用
す
る
こ
と
で
成
功

し
た
。
明
治
十
年
以
来
、
内
外
博
覧
会
に
作
品
を
発
表
し

一
六
四
個
も
の
賞
牌

を
受
け
て
い
る
。
明
治
二
十
三
年
、
東
京
美
術
学
校
雇
と
な
る
。
加
納
夏
雄
に

師
事
。
明
治
二
十
四
年

助
教
授
、
同
二
十
七
年

教
授
と
な
る
。
在
職
ニ

五
年
の
傍
ら
、
各
種
競

技
会
、
博
覧
会
の
審
査

員
を
歴
任
し
、
家
塾
を

開
い
て
子
弟
を
養
成
し

こ。
キー
．

⑩ 大
正
八
年
六
月
一
日
に
は
本
校
構
内
に
勝
瑕
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
除

幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
田
口
勝
山
を
総
代
と
す
る
門
下
生
お
よ
び
賛
同
者
約
五

百
名
の
醸
出
金
で
、
本
校
教
授
海
野
美
盛
が
原
型
を
制
作
（
像
背
面
刻
書
「
Y
.

u」
)
し
阿
部
整
美
が
鋳
造
（
台
座
背
面
刻
書
「
整
美
鋳
」
）
し
た
。

東
台
美
術
会
結
成

大
正
四
年
十
二
月
十
二
日
、
東
京
美
術
学
校
卒
業
生
に
よ
る
東
台
美
術
会
が

結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
以
前
に
日
本
画
科
卒
業
生
の
み
に
よ
る
東
台
画
会
が
あ

り
、
明
治
四
十
五
年
、
大
正
二
年
、
同
四
年
と
一
二
回
展
覧
会
を
開
い
て
い
た

が
、
同
会
も
東
台
美
術
会
に
吸
収
さ
れ
た
。

結
成
の
経
緯
や
規
則
等
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十

四
巻
第
七
号
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
台
美
術
會
の
設
立

過
ぐ
る
大
正
三
年
四
月
、
本
校
開
校
満
二
十
五
年
祝
賀
を
な
す
の
時
に
方
り

て
、
本
校
卒
業
生
有
志
諸
氏
は
脊
謀
り
醜
金
を
な
し
て
之
が
祝
賀
記
念
の
た

め
に
、
元
倶
楽
部
の
傍
ら
に
接
績
し
て
、
二
階
建
家
屋
を
新
築
し
、
同
時
に

校
友
會
は
元
倶
楽
部
の
内
部
を
修
飾
し
た
れ
ば
、
相
侯
ち
て
従
来
の
面
目
を

改
め
、
便
利
に
し
て
心
地
よ
き
建
物
と
な
り
た
る
を
以
て
、
昨
大
正
四
年
六

月
十
二
日
穂
會
を
開
き
、

其
名
を
東
京
美
術
學
校
倶
楽
部
と
稲
し
、
其
規
則

を
も
定
め
、
爾
来
各
種
の
會
合
に
使
用
せ
ら
れ
、
或
は
地
方
上
京
者
外
國
蹄
朝

者
の
宿
泊
休
憩
等
に
も
利
用
せ
ら
れ
つ

4

あ
り
し
が
、
其
後
卒
業
生
中
有
志

諸
氏
は
又
別
に
協
議
す
る
所
あ
り
て
、
其
趣
意
と
す
る
所
は
卒
業
生
に
開
す

る
各
種
の
事
業
を
な
さ
ん
と
す
る
に
あ
り
け
れ
ば
、
寧
ろ
此
際
こ
の
倶
楽
部
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一
、
倶
楽
部

二
、
職
業
斡
旋

三
、
展
究
會
講
演
會

四
、
依
蜀
製
作

部
長
（
八
名
）

五
、
圏
書
刊
行

大

村

西

崖

君

結

城

貞

松

君

671 

六
角
注
多
一
艮
君

白
井
保
次
郎
君

宮
本
二
七
郎
君

第
三
條

目
的
と
す
。

一
、
倶
楽
部

二
、
展
覧
會
及
講
演
會

本
會
は
前
條
の
目
的
を
逹
す
る
た
め
左
の
事
業
を
罷
螢
す
る
も
の
と
す
。

和

田

英

作

君

山

脇

雄

吉

君

第15節

島

田

佳

突

君

白

濱

徽

君

櫻
岡
三
四
郎
君

第
二
條
本
會
は
東
京
美
術
學
校
出
身
者
の
交
誼
を
厚
く
し
其
稜
展
を
圏
る
を
以
て

第
一
條

の
組
織
規
則
を
改
め
、
名
稲
を
も
更
へ

、
以
て
唯
に
娯
楽
の
み
に
止
め
ず
し

て
そ
の
事
業
を
擦
張
せ
ん
と
の
議
に
決
し
、
焚
起
者
及
倶
楽
部
役
員
の
會
合

協
議
を
重
ね
た
る
末
、
十
二
月
十
二
日
（
日
曜
）
復
び
穂
會
を
開
き
て
脅
謀

り
、
名
稲
を
東
台
美
術
會
と
更
め
、
そ
の
規
則
を
も
改
定
し
て
、
事
業
部
は
、

一
、
倶

楽

郡

二

、

展

覧

會

及

講

演

會

三
、

職

業

斡

旋

四

、

依

啜

製

作

五
、
圏
書
印
行

の
五
に
分
ち
、
卒
業
生
の
郡
別
は
、
本
校
現
在
の
科
別
に
従
ひ
て
、

一
、
日
本

聾

二

、
西

洋

霊

三

、

彫

刻

四

、
圏
案

五
、
金

工

六

、
鉗

造

七

、
漆
工

八
、
師

範

（

特

別

課

講

習

科

共

）

九

、
製
版

一

〇

、
｛
島
員

の
十
部
に
分
ち
、
事
業
部
に
理
事
十
名
を
、
各
部
に
部
長
十
名
及
評
議
委
員

若
干
名
づ

4
を
置
き
、
理
事
部
長
の
上
に
、
副
會
長
を
置
き
、

其

上

に

會

長
、
穂
裁
を
戴
く
こ
と
4

し
、
副
會
長
以
下
に
於
て
、
諸
般
の
會
務
を
管
理

分
掌
し
、
総
裁
及
會
長
に
會
務
の
統
轄
を
請
ふ
こ
と
4
な
し
た
り
し
が
、
十

二
月
十
五
日
に
至
り
て
、
正
木
會
長
は
、
同
會
の
理
事
部
長
と
し
て
左
の
諸

理
事
(
+
名
）

白
井
保
次
郎
君

島

田

佳

突

君

岡

部

登

洞

君

田

中

後

治

君

石
井
吉
次
郎
君

鈴
木
武
之
助
君

（
卒
業
生
な
き
に
よ
り
裳
分
之
れ
を
鋏
く
）

一
、
日
本
霊
郡

二
、
西
洋
聾
部

三

、

彫

刻

部

四

、

岡

案

部

五
、
金

工

部

六
、
錨

造

部

七

、

漆

工

部

八

、

師

範

部

九

、

製

版

郡

+、

｛

烏

億

郡

（

同

上

）

東
台
美
術
會
は
、
其
役
員
も
前
陳
の
如
く
定
ま
り
た
れ
ば
、
直
に
役
員
會
を

開
き
て
評
議
委
員
の
遥
畢
そ
の
他
諸
般
の
協
議
を
な
し
、
著
々
宜
行
稜
展
に

努
む
べ
し
と
い
ふ
。
此
會
の
如
き
は
従
来
設
け
ら
る
べ
く
し
て
未
だ
設
く
る

の
運
び
に
至
ら
ざ
り
し
が
、
我
國
民
の
記
念
す
べ
き
芽
出
度
き
年
に
方
り

て
、
そ
の
設
立
を
見
た
る
は
、
洵
に
炭
す
べ
き
こ
と
な
り
。
今
総
會
に
て
可

決
せ
し
同
會
の
規
則
全
文
を
左
に
掲
げ
ん
。

本
會
を
東
台
美
術
會
と
稲
す

第
一
章
総
則

氏
を
指
名
せ
ら
れ
た
り
。

東
台
美
術
會
規
則

小
島

中
澤

弘
光
君

光
員
君

大正 4年



第
八
條

第
七
條

第
六
條

第
五
條

第
四
條

部
長

評
議
委
員

若
干
名

理
事

十
名

十
名

副
會
長

二
名

穂
裁

會
長

一
名

一
名

但
し
各
項
の
細
則
は
別
に
之
を
定
む
。

本
會
は
事
務
所
を
東
京
美
術
學
校
構
内
に
置
く
。

第

二

章

會

員

本
會
は
東
京
美
術
學
校
出
身
者
を
以
て
正
會
員
と
し
同
校
に
縁
故
あ
る
も

の
を
以
て
特
別
會
員
と
し
本
會
の
事
業
を
賛
助
す
る
も
の
若
く
は
名
望
家

を
以
て
名
忍
會
員
と
す
。

本
會
の
正
會
員
及
特
別
會
員
は
其
技
術
の
専
門
に
従
ひ
て
之
を
左
の
十
部

に
分
つ
、

一
、
日
本
盟
部

三
、
彫
刻
部

五
、
金
工
郡

七
、
漆
工
部

九
、
製
版
部

二
、
西
洋
粛
部

四
、
回
案
部

六
、
錨
造
部

八
、
師
範
部

10
、
窯
員
部

本
會
員
に
し
て
本
會
の
名
啓
を
毀
損
し
義
務
を
履
行
せ
す
又
は
不
都
合
の

行
為
あ
り
た
る
と
き
は
除
名
す
。

第

三

章

役

員

本
會
に
左
の
役
員
を
置
き
副
會
長
以
下
の
任
期
を
ニ
ケ
年
と
す
。

四
、
依
閲
製
作

五
、
岡
書
印
行

三
、
職
業
斡
旋

金
壼
園
五
十
錢
宛
を
三
月
九
月
の
二
回
に
納
入
し
地
方
正
會
員
は
金
壼
圃

を
毎
年
三
月
納
入
す
べ
き
も
の
と
す
。

第
十
七
條
本
會
會
費
と
し
て
在
京
（
東
京
市
及
之
に
隣
接
せ
る
郡
部
）
正
會
員
は

第

五

章

紐

清

第
十
六
條
役
員
會
は
随
時
之
を
開
き
本
會
の
會
務
を
＿商
議
す
る
も
の
と
す
。

但
し
評
議
委
員
は
各
部
毎
卒
業
年
次
成
る
べ
く
一
名
以
上
と
す
。

網
裁
に
は
名
望
家
會
長
に
は
東
京
美
術
學
校
長
を
推
戴
し
會
務
の
統
籾
を

請
ふ
も
の
と
す
。

副
會
長
は
理
事
の
互
選
を
以
て
之
を
定
む
副
會
長
は
會
長
を
輔
佐
し
て

會
務
を
統
理
す
。

第
十
一
條
理
事
及
部
長
は
會
長
の
指
名
に
依
り
在
京
正
會
員
中
二
於
て
之
を
定

む。

第
十
條

第
九
條

理
事
は
諸
般
の
會
務
を
協
議
し
各
事
業
を
分
掌
経
営
し
叉
庶
務
及
會
計
の

主
任
を
兼
ね
る
も
の
と
す
。

部
長
は
各
部
に
屈
す
る
事
項
を
掌
理
す
。

第
十
二
條
評
議
委
員
は
在
京
正
會
員
中
よ
り
選
畢
す
。

評
議
委
員
は
各
部
に
屈
す
る
事
項
を
商
議
し
部
長
を
助
け
會
務
を
擁
任

す。

第
十
三
條

本
會
役
員
に
は
會
務
の
情
況
に
依
り
會
長
の
見
込
を
以
て
報
酬
を
賑
る

こ
と
あ
る
へ
し
。

本
會
に
有
給
の
書
記
若
干
名
を
四
き
庶
務
會
計
に
従
事
せ
し
む
。

第
十
四
條

第
四
章
穂
會
及
役
員
會

第
十
五
條
穂
會
は
毎
年
春
季
之
を
開
き
會
務
の
報
告
役
員
の
選
任
及
重
要
事
項
の

協
議
を
な
す
も
の
と
す
。

但
し
會
長
の
見
込
又
は
評
議
委
員
半
敷
以
上
の
請
求
に
依
り
臨
時
穂
會

を
開
く
こ
と
を
得
。
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い
た
が
、
大
正
四
年
十
二
月
に
至
り
辞
職
を
勧
告
し
た
。

宮
城
県
生
ま
れ
で
も
と
軍
人
。
本
校
に
お
い
て
も
と
も
に
体
操
授
業
や
教
務
お

と
も
に

⑪ 

本
會
は
漸
次
基
本
金
を
蓄
甜
し
會
長
之
を
保
管
す
。

既
納
の
會
費
及
金
品
は
如
何
な
る
場
合
と
雖
も
返
付
せ
す
。

"＂"-日

附

一
、
鴬
分
の
中
本
會
基
本
金
及
事
業
資
金
酸
出
の
目
的
を
以
て
年
一
回
在
京
正
會
員

は
金
拾
園
以
上
、
地
方
正
會
員
は
金
五
園
以
上
の
金
錢
若
く
は
之
に
相
常
す
る

債
格
の
製
作
品
を
本
會
に
納
む
る
も
の
と
す
。

二
、
前
項
の
牧
入
及
事
業
盆
金
の
半
額
以
上
を
積
立
て
4

本
會
基
本
金
と
な
し
其
額

金
壼
萬
闘
に
逹
す
る
と
き
は
本
附
則
を
削
除
す
る
も
の
と
す
。

生
徒
監
設
置
と
風
紀
取
締
り

大
正
四
年
十
二
月
二
十
七
日
、
助
教
授
玉
田
文
作
が
辞
職
し
、
次
い
で
同
月

三
十
一
日
、
嘱
託
（
も
と
助
教
授
）
羽
田
禎
之
進
が
解
嘱
と
な
っ
た
。

よ
び
庶
務
掛
を
つ
と
め
、
生
徒
の
修
学
旅
行
を
引
率
す
る
の
が
常
だ
っ
た
。
職

務
に
勤
勉
で
生
徒
の
面
倒
を
よ
く
み
た
が
、
両
者
と
も
酒
を
好
み
、
修
学
旅
行

の
折
り
な
ど
に
好
も
し
か
ら
ぬ
振
舞
い
が
あ
っ
た
。
校
長
は
こ
れ
を
憂
慮
し
て

大
正
四
年
十
一
月
十
日
、
京
都
御
所
で
大
正
天
皇
即
位
礼
が
挙
行
さ
れ
た
。

本
校
の
職
員
と
生
徒
は
同
月
六
日
に

二
重
橋
外
で
他
の
官
立
諸
学
校
と
並
ん
で

御
発
賛
を
見
送
り
、
即
位
礼
当
日
は
講
堂
で
御
真
影
奉
拝
、
勅
語
奉
読
訓
話
、

万
才
三
唱
な
ど
を
行
な
っ
た
。
そ
の
際
、
生
徒
た
ち
は
他
の
学
校
に
倣
っ
て
奉

祝
会
を
行
い
た
い
と
申
し
出
、
校
長
は
酒
気
を
帯
び
ず
静
粛
に
行
う
こ
と
を
条

件
に
許
可
し
た
。
と
こ
ろ
が
土
瓶
に
入
れ
た
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
羽
田
と
玉
田

は
ま
た
し
て
も
度
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。
本
校
卒
業
生
に
し
て
職
員
で
あ
っ
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た
和
田
英
作
、
白
井
雨
山
、
大
村
西
崖
、
白
浜
徴
ら
は
学
校
の
体
面
に
関
わ
る

と
し
て
校
長
に
注
意
し
、
そ
の
た
め
校
長
も
辞
職
勧
告
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ

る。
両
者
の
辞
職
は
学
内
一
般
に
対
す
る
―
つ
の
警
告
で
あ
っ
た
。
官
立
学
校
ら

し
か
ら
ぬ
服
装
や
行
動
を
も
っ
て
新
聞
を
賑
わ
す
生
徒
た
ち
は
校
長
の
心
胆
を

寒
か
ら
し
め
た
。
例
え
ば
、
こ
れ
は
ど
こ
ま
で
が
真
実
か
は
っ
き
り

し
な
い

が
、
上
記
の
奉
祝
会
に
つ
い
て
も
西
洋
画
科
と
彫
刻
科
の
生
徒
た
ち
は
ヴ
ィ
ナ

ス
を
乗
せ
た
山
車
を
栴
え
、
こ
れ
を
豚
三
頭
に
曳
か
せ
、
手
古
舞
代
わ
り
に
肉

襦
絆
を
着
せ
た
モ
デ
ル
の
行
列
を
先
頭
に
立
た
せ
、
生
徒
は
油
抜
き
の
大
黒
傘

に
菊
や
鳳
凰
を
描
い
た
の
を
さ
し
、
着
物
は
背
中
に
美
の
字
を
書
い
た
御
大
典

模
様
揃
い
を
着
て
馬
場
先
へ
練
り
こ
む
こ
と
に
し
、
準
備
を
始
め
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
校
長
に
聞
き
つ
け
ら
れ
、

一
同
講
堂
で
説
諭
さ
れ
た
も
の
の
、
反
抗

は
収
ま
ら
な
か
っ
た
と
伝
え
て
い
る
新
聞
も
あ
る
。

両
者
の
辞
任
と
ほ
ぽ
同
時
に
校
長
は
生
徒
監
と
い
う
役
職
を
設
け
、
東
洋
美

術
史
の
教
授
大
村
西
崖
を
こ
れ
に
任
命
し
て
風
紀
取
締
り
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と

と
し
た
。
西
崖
は
卒
業
生
で
あ
り
、
各
科
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
徒
の

指
導
に
適
し
て
い
る
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
生
徒
監
と
い
う
役
職
は

「
文
部
省
直
轄
学
校
官
制
」
の
第
六
条
に
「
文
部
省
直
轄
諸
学
校
二
左
ノ
職
員

ヲ

置

ク

校

長

教

授

生

徒

監

助

教

授

書

記

」

と

あ

り

、
教
授
と
助
教

授
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
校
で
は
こ
れ
ま
で
に
一
度
も
置
か

れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
今
回
い
よ
い
よ
学
校
当
局
が
生
徒
の
風

紀
取
締
り
に
乗
り
出
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
崖
が
生
徒
監
と

し
て
翌
年
年
頭
に
風
紀
取
締
り
の
訓
示
を
行
い
、

な
波
紋
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
後
述
の
よ
う
に
大
き
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